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◆問-1. 小坂川に対し、どういった印象をお持ちですか？

住民アンケートの結果

アンケート実施概要 アンケート結果①

＜実施方法＞

＜回答者内訳＞

 アンケート調査は、「小坂川の川づくりに関するアンケート調査」として、小坂川が流れる長田南地区の住民を対象として実施した。

 小坂川の印象は、「自然豊か」、「親しみやすい」といった好意的な意見が見られる一方、「水量が少ない」、「水が汚い」といった意見もみられる。

 年代別にみると、「50代」以外では、「自然豊か」との回答が最も多かったが、「50代」では「水が少ない」との意見が最も多かった。

アンケート用紙

河川の印象に関する設問

【男女区分】

【年齢構成】 【職業】

配布数（件） 387

回収数（件） 287

回収率 74.2%

対象地域 長田南地区の町内会

配布方法 自治会を通じて配布

実施時期 令和2年1月17日～2月15日

【地域】

【年代別】

【全体】

004 24 56 81 103 19

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

年代

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

186 100

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

年代

男性 女性 無回答

46 23 42 9 38 32 89 7

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

職業

自営業 農林業 会社員
団体職員・公務員 主婦 ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ
無職 その他 無回答

82 112 33 24 25 32 5

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域

広野 用宗 用宗城山町 用宗小石町 石部

青木 小坂 大和田 無回答

自然豊
か

人工的
安心・安
全な川

危険な
川

水がき
れい

水が汚
い

水が豊
か

水が少
ない

親しみ
やすい

近づき
にくい

その他
わから
ない

40代以下 8人 3人 3人 0人 2人 6人 1人 5人 3人 1人 2人 2人
50代 13人 12人 3人 3人 7人 9人 6人 18人 15人 9人 2人 3人
60代 25人 10人 7人 9人 13人 19人 2人 21人 17人 8人 2人 13人
70代 32人 12人 15人 7人 22人 23人 9人 32人 26人 12人 5人 4人
80代以上 8人 2人 1人 1人 2人 2人 2人 5人 7人 1人 1人 3人
計 86人 39人 29人 20人 46人 59人 20人 81人 68人 31人 12人 25人
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水が少ない
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その他
わからない

回答者数（人）

小坂川の印象
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6
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

40代以下

50代

60代

70代

80代以上

小坂川の印象：年代別

自然豊か 人工的 安心・安全な川 危険な川
水がきれい 水が汚い 水が豊か 水が少ない
親しみやすい 近づきにくい その他 わからない

１

町名 広野 用宗
用宗

城山町
用宗

小石町
用宗
巴町

石部 青木 小坂 大和田 無回答 計

配布数 127 30 45 22 3 - 387

回答数 82 112 3 3 0 24 25 32 5 1 287

※配布数は各町の広報配布組数を基に設定
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アンケート配布地区と配布数 （小坂川）



◆問-6. 現在のお住まいで、これまでに水害の被害にあわれた
経験がありますか？

 水質に関して、好意的な印象を持つ住民は2割弱にとどまった。

 川の利用に関しては、小坂川の水辺への近づきやすさについて、「近づきにくい」と感じている住民が多い。また、小坂川を訪れる目的として、「散歩・ｳｫｰｷﾝｸﾞ・ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ」を挙げている住民が多い。

 川の安全性については、河川の浸水被害を経験している住民は少ないが、大雨時にあふれそうになり危険を感じているといった回答は多い。

 河川の愛護活動については、約2割の住民が河川愛護活動等に参加したことがあると回答している。

◆問-8. 小坂川の草刈りやごみ拾いなどの河川愛護活動に
参加したことがありますか？

◆問-4. 小坂川の水辺への近づきやすさは、どうですか？

◆問-5.小坂川にはどのような目的で訪れますか？

◆問-2. 現在の水質についてどう思いますか？

住民アンケートの結果

◆問-9. ふだんの生活で川についてどのような
情報を知りたいと思われますか？

アンケート結果➁

環境に関する設問

川の利用に関する設問

安全性に関する設問

その他の設問

河川愛護活動に関する設問

◆問-7. 小坂川は、洪水に対して安全、または危険だと
感じていますか？

【問-7. 回答：年代別】【問-7. 回答：水害経験別】

◆問-10. 今後、川づくりにおいて、整備してほしいもの、実施して
ほしい計画はどのようなものですか？

◆問-3. 小坂川、またはその周辺で、残したいもの、復活させたいものはありますか？

16 28 88 66 21 41 11

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小坂川の水質

きれい ややきれい ふつう やや汚い 汚い わからない 無回答（無効回答）

62 213 12

0% 20% 40% 60% 80% 100%

河川愛護活動への参加

ある ない 無回答

131
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31
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16
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20

58
5
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24

0 20 40 60 80 100 120 140 160

水質
水量

生息環境
親水・散策空間

水辺の樹木
淵・瀬

伝統行事
言い伝え・昔話

地蔵・祠
水車・水路

階段・スロープ等の施設
ない

その他
わからない

回答者数（人）

小坂川に残したいもの、復活させたいもの

10

14

113

78

81

26

62

0 20 40 60 80 100 120

階段やｽﾛｰﾌﾟがあり近づきやすい

堤防や護岸が緩やかで近づきやすい

階段やｽﾛｰﾌﾟが無く近づきにくい

堤防や護岸が急で近づきにくい

堤防に雑草・雑木があり近づきにくい

堤防に柵があり近づきにくい

わからない

回答者数（人）

小坂川への近づきやすさ

7

92

2

15

28

6

8

33

6

17

32

0 20 40 60 80 100

魚釣り等
散策・ｳｫｰｷﾝｸﾞ・ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ

水遊び
自然学習・学習

通勤・通学
農業用水

ｽﾎﾟｰﾂ・ｻｲｸﾘﾝｸﾞ
花見・祭り・行事

水防活動
地域で実施する草刈り・清掃活動

その他

回答者数（人）

小坂川を訪れる目的

19

60

1

8

13

0

3

3

2

3

26

0

4

15

3

10

13

0

7

25

0

14

15

2

17

10

0

20

36

2

22

34

3

6

12

0

10

41

6

1

5

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水害経験あり

水害経験なし

わからない

小坂川の安全・危険の認識：水害経験別

自宅が川より高いor川から遠いので安全 堤防、護岸が整備されているので安全
川幅が広いので安全 過去に水害が発生していないので安全
大雨時も大きな水位上昇がないので安全 自宅は低地or川に近いので危険
堤防、護岸整備が不十分なので危険 川幅が狭いので危険
過去に水害が発生しており危険 大雨時にあふれそうになり危険
川に土砂堆積、雑草・雑木があり危険 大雨時の川の流れが昔と違い危険
わからない その他

7

13

21

36

4

3

6

5

8

0

1

3

0

2

3

2

6

9

10

2

2

4

4

9

4

4

7

6

7
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2

6

6
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3

2

4
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11

1
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10

2
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3

1
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3

0
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4

7

1

5

11
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4

0

2

1

4

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

40代以下

50代

60代

70代

80代以上

小坂川の安全・危険の認識：年代別

自宅が川より高いor川から遠いので安全 堤防、護岸が整備されているので安全
川幅が広いので安全 過去に水害が発生していないので安全
大雨時も大きな水位上昇がないので安全 自宅は低地or川に近いので危険
堤防、護岸整備が不十分なので危険 川幅が狭いので危険
過去に水害が発生しており危険 大雨時にあふれそうになり危険
川に土砂堆積、雑草・雑木があり危険 大雨時の川の流れが昔と違い危険
わからない その他

25

6

11

15

52

170

8

13

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

自宅の床下浸水

自宅の床上浸水

自宅近くの自分の田畑が冠水

自宅から離れた自分の田畑が冠水

自宅近くの道路冠水

水害経験なし

その他

わからない

回答者数（人）

水害経験

81

22

9

29

23

24

32

31

27

58

59

18

57

7

0 20 40 60 80 100

自宅が川より高いor川から遠いので安全

堤防、護岸が整備されているので安全

川幅が広いので安全

過去に水害が発生していないので安全

大雨時も大きな水位上昇がないので安全

自宅は低地or川に近いので危険

堤防、護岸整備が不十分なので危険

川幅が狭いので危険

過去に水害が発生しており危険

大雨時にあふれそうになり危険

川に土砂堆積、雑草・雑木があり危険

大雨時の川の流れが昔と違い危険

わからない

その他

回答者数（人）

小坂川の安全・危険の認識

51

27

17

93

96

71

83

21

1

8

0 20 40 60 80 100 120

利用案内（広場・公園等）

イベント情報

水防演習等河川関係行事

川の水量

川の水質

河川工事

生物・自然環境

利水

その他

特になし

回答者数（人）

ふだんの生活で川について知りたい情報
179

130

62

35

46

21

89

75

65

95

26

6

92

20

43

18

8

9

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

洪水に安全な護岸
散策に便利な遊歩道

ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ･ｻｲｸﾘﾝｸﾞｺｰｽ
自然体験の場

釣り場
ｽﾎﾟｰﾂ･ｲﾍﾞﾝﾄ広場

植樹
トイレ

ビオトープ
水質浄化

水量の増加
水量の減少

美観
水防施設

駐車場
水防活動の積極化

今のままでよい
その他

回答者数（人）

川づくりにおいて、整備して欲しいもの、実施して欲しい計画

２
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◆問-12. 何のために小坂川に行かれましたか？

地域別

 小坂川へは、2割以上の人が「週に1～2回以上」訪れると回答しているが、約3割の人が小坂川に行かないと回答している。

 地域別の小坂川を訪れる回数を見ると、小坂地区において約5割の人が「毎日」訪れると回答しており、他の地域に比べて近隣住民が小坂川に訪れる頻度が高い。

 川の利用の目的では、「散歩・ｳｫｰｷﾝｸﾞ・ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ」と回答する人が中下流域の広野や用宗、青木で多い。市街化の進む広野・用宗や、河道から距離が離れている青木では、地域の貴重な水辺として散歩などで小

坂川が利用されている。

◆問-4. 小坂川の水辺への近づきやすさは、どうですか？

◆問-5.小坂川にはどのような目的で訪れますか？

◆問-11. どれくらいの頻度で小坂川に行かれますか？

地域別

住民アンケートの結果

アンケート結果③

川の利用に関する設問

３
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1
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

広野

用宗

用宗城山町

用宗小石町

石部

青木

小坂

大和田

小坂川を訪れる回数：地域別

毎日 週3回以上 週1～2回 月2回以上

月1～2回 年3回以上 年1～2回 2～3年に1回以上

その他 行かない 無回答（無効回答）

30 23 20 17 13 23 23 6 14 91 11

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小坂川を訪れる回数

毎日 週3回以上 週1～2回 月2回以上

月1～2回 年3回以上 年1～2回 2～3年に1回以上

その他 行かない 無回答（無効回答）
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魚釣り等

散策・ｳｫｰｷﾝｸﾞ・ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ

水遊び

自然学習・学習

通勤・通学

農業用水

ｽﾎﾟｰﾂ・ｻｲｸﾘﾝｸﾞ

花見・祭り・行事

水防活動

地域で実施する草刈り・清掃活動

その他

回答者数（人）

小坂川を訪れる目的
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用宗

用宗城山町

用宗小石町

石部

青木

小坂

大和田

小坂川を訪れる目的：地域別

魚釣り等 散策・ｳｫｰｷﾝｸﾞ・ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ 水遊び

自然学習・学習 通勤・通学 農業用水

ｽﾎﾟｰﾂ・ｻｲｸﾘﾝｸﾞ 花見・祭り・行事 水防活動

地域で実施する草刈り・清掃活動 その他
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◆問-14. 現在、小坂川は、洪水に対して安全、または危険だと感じていますか？

地域別

 水害経験では、近年内水被害が報告されている小坂において約2割の人が「床下浸水」、1割弱の人が「床上浸水」を経験したと回答している。

 農地の多い小坂、大和田、青木では「田畑の冠水」を経験したとの回答があった。また、市街化の進む用宗、広野では、半数以上が「水害経験なし」と回答している。

 上流域の小坂、大和田では約8割以上の人が小坂川が洪水に対して危険と感じており、「大雨時あふれそうになる」、「川に土砂堆積、雑草や雑木がある」ことを懸念している。

 下流域の水害経験の少ない広野、小坂、石部では、「大雨時大きな水位上昇が無い」、「堤防、護岸が整備されている」ことから、4割弱の人が洪水に対して安全と感じている。下流域は上流域に比べると安全と感

じる人が多いものの、「川幅が狭い」等の理由から半数以上の人が危険と感じている。

◆問-13. 現在のお住まいで、これまでに水害の被害にあわれた経験がありますか？

地域別

住民アンケートの結果

アンケート結果④

安全に関する設問

４
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自宅の床下浸水

自宅の床上浸水

自宅近くの自分の田畑が冠水

自宅から離れた自分の田畑が冠水

自宅近くの道路冠水

水害経験なし

その他

わからない

回答者数（人）

水害経験 81

22

9

29

23

24

32

31

27

58

59

18

57

7

0 20 40 60 80 100

自宅が川より高いor川から遠いので安全

堤防、護岸が整備されているので安全

川幅が広いので安全

過去に水害が発生していないので安全

大雨時も大きな水位上昇がないので安全

自宅は低地or川に近いので危険

堤防、護岸整備が不十分なので危険

川幅が狭いので危険

過去に水害が発生しており危険

大雨時にあふれそうになり危険

川に土砂堆積、雑草・雑木があり危険

大雨時の川の流れが昔と違い危険

わからない

その他

回答者数（人）

小坂川の安全・危険の認識
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用宗城山町

用宗小石町

石部

青木

小坂

大和田

水害経験：地域別

自宅の床下浸水 自宅の床上浸水

自宅近くの自分の田畑が冠水 自宅から離れた自分の田畑が冠水

自宅近くの道路冠水 水害経験なし

その他 わからない
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広野

用宗

用宗城山町

用宗小石町

石部

青木

小坂

大和田

小坂川の安全・危険の認識：地域別

自宅が川より高いor川から遠いので安全 堤防、護岸が整備されているので安全

川幅が広いので安全 過去に水害が発生していないので安全

大雨時も大きな水位上昇がないので安全 自宅は低地or川に近いので危険

堤防、護岸整備が不十分なので危険 川幅が狭いので危険

過去に水害が発生しており危険 大雨時にあふれそうになり危険

川に土砂堆積、雑草・雑木があり危険 大雨時の川の流れが昔と違い危険

わからない その他

【静岡県】二級河川 小坂川
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 河川愛護活動については、上流域の小坂では約8割の人が「参加したことがある」と回答しており、他の地域に比べて参加者が多くなった。

 下流域の広野、用宗では、約8割の人が河川愛護活動に「参加したことが無い」と回答しており、市街化が進む地域では参加者が少なくなった。

 河川愛護活動参加への意向については、約4割弱の人が今後機会があれば「参加したい」と答えている。

 地域別の回答では、上流部の小坂や大和田では7割以上の人が河川愛護活動に「参加したい」と回答しており、下流部の用宗や広野に比べて河川愛護活動への関心が高い。

◆問16 これから機会があれば愛護活動に 参加しようと思いますか？

地域別

◆問15. 小坂川の草刈りやごみ拾いなどの河川愛護活動に参加したことがありますか？

地域別

住民アンケートの結果

アンケート結果⑤

河川愛護活動に関する設問
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大和田

河川愛護活動への参加：地域別

ある ない 無回答
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43
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2

0

8
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3
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4
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1
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1

0
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48

13

1

2

11

5

1
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広野

用宗

用宗城山町

用宗小石町

石部

青木

小坂

大和田

河川愛護活動参加への意向：地域別

参加したいと思う 参加したいと思わないわからない わからない
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河川愛護活動への参加

ある ない 無回答

104 43 123
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河川愛護活動参加への意向

参加したいと思う 参加したいと思わない わからない
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